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理事長賞

内　容

　地域包括支援センターにおける業務は、総合相談事業の他、地域ネットワーク会議や事業者交流会、ケ

アマネジャー向け研修の実施等、地域に関わる多機能な役割を担います。自己の担当ケースを持ちつつ、

事業を企画・実行する事は大きな負担となっておりました。

　　鈴木はこの事業の目的である「連携」と「協働」を実現すべく、舟渡地域の居宅介護支援事業所ケ

アマネジャーへ声を掛け、包括支援センターとフラットな関係性で共に成長し合える場を作り上げました。参

加ＣＭと協議を重ねながら、この集合体を参加者から募って、投票で決めた「舟渡ケアレンジャー」と命名。

各々の得意分野である知識や情報を共有し合うと共に、困難ケースの事例検討やインフォーマルサービスの

発掘等、チーム制や持ち周りでの研修展開等、負担を共有しながら前向きに変え、法人を超えた横の繋が

りを作ることに成功しました。

第1回　7月27日　居宅6事業所　8名

第2回　9月28日　居宅10事業所　14名　

第3回　10月19日　居宅事業所9事業所　16名

回を重ねる毎に、参加者は増加しております。

不二健育会　特別養護老人ホーム　ケアポート板橋
鈴木菜奈（　職種／介護支援専門員　所属部署　／包括　）

板橋区委託事業としての地域包括支援センターは、定期的な会議・交流会・研修
企画、実施が義務付けられているが、コロナの影響もあり開催することが目的となっ
ているのではないかと鈴木は疑問視する。他居宅介護支援事業所とのフラットな関
係性を作り、舟渡地域の要支援・要介護者を共に支える仲間としての顔の見える場
を作りたいと、「舟渡ケアレンジャー」と題し、法人を超えたＣＭの連絡会を作り上げ
た功績。       

鈴木穣　（　職種　管理者　／　所属部署　包括　）

主任介護支援専門員は介護保険制度のキーマンであり、プロとしての知識と人脈と
経験を持ちます。ただ、個人的なスキルを問われる中で、経験値に左右されることも
多くあります。それぞれの経験や知識を集結させ、地域の要支援・要介護者に安心
と信頼を届ける為の底上げに着手してくれた鈴木の行動は、まさに施設理念の「地
域の要」となる活動です。

理事長賞に相応しい功績であると評価し、推薦させて頂きます。 
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